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■ 資料編 

（１）墓にまつわる全国的な動向 

 １）全国の将来人口推計 

（以下，「平成 28 年版高齢社会白書 内閣府」より） 

・我が国の総人口は，長期の人口減少過程に入っており，2026 年に人口 1 億

2,000 万人を下回った後も減少を続け，2048 年には 1 億人を割って 9,913 万

人となり，2060 年には 8,674 万人になると推計されている。 

・高齢者人口は，「団塊の世代」が 65 歳以上となった 2015 年に 3,392 万人と

なり，「団塊の世代」が 75 歳以上となる 2025 年には 3,657 万人に達すると

見込まれている。その後も高齢者人口は増加を続け，2042 年に 3,878 万人で

ピークを迎え，その後は減少に転じると推計されている。 

・出生数は減少を続け，2060 年には，48 万人になると推計されている。この減

少により，年少人口（0～14 歳）は 2046 年に 1,000 万人を割り，2060 年

には 791 万人と，現在の半分以下になると推計されている。 

出生数の減少は，生産年齢人口にまで影響を及ぼし，平成 2027 年に 6,980 万人

と 7,000 万人を割り，2060 年には 4,418 万人となると推計されている。 

一方，高齢者人口の増大により死亡数は増加，死亡率（人口 1,000 人当たりの死亡

数）は上昇を続け，2060 年には，17.7 になると推計されている 
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■高齢化の推移と将来推計 

 
 

■出生数及び死亡数の将来推計 
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 ２）家族形態の変遷 

・65 歳以上の人のいる世帯の家族形態において，三世代世帯は平成元年には

40.7%、平成 28 年では 11.0%と４分の１に減少し、単独世帯の割合が平成元

年では 14.8%、平成 28 年には 27.1%と 2 倍に増えている。 

 

 
出典：厚生労働省「平成 28 年国民生活基礎調査」 
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３）引き取り手がない遺骨が増加 

・朝日新聞が平成 28 年 12 月に全国 20 政令市に調査したところによると，平成

27 年度中に各都市が墓地埋葬法に基づき火葬を代行し，受け入れた遺骨は

7,360 体で 10 年前の約２倍である。同様の調査を行った日本経済新聞によると，

同年度に 20 政令市と東京都の 21 都市で 6,721 体であり，平成 23 年度との比

較で約 25%増加しているとのこと。 

・調査方法の相違により数値にばらつきはあるものの，引き取り手のない遺骨は増

加している。 

・その背景には，単身者の増加や引き取りを拒否される遺骨が増えていることが挙

げられている。 

・神奈川県横須賀市では，預金などの資産があっても無縁遺骨になる事例が増えた

ことを受け，生前から葬儀社等と死後事務委任契約を締結し，その履行を市役所

が見届ける「エンディングプラン・サポート事業」を平成 27 年度からスタート

させている。 

 

 ４）墓の形態に関する意識 

・調査方法 第一生命デザイン 研究本部と契約したモニター 2000 人を対象にして

郵送調査 

・「先祖代々のお墓」と回答した人は全体の 39.2%と 1 番高い。２番目は「今の

家族で一緒に入るお墓」が 31.4％、３番目は「お墓に入りたくない」で 10.7％、

４番目は「夫婦だけでいるお墓」で 10.0％である。 

・子どものいない人は「夫婦だけで入るお墓」、「血縁を超えた人や友人と一緒に

入るお墓」、「一人だけで入るお墓」を選択している人が多い。 

 

 
出典：「お墓についての意識調査 （茨城キリスト教大学 森謙二）2011 年調査※小谷みどり氏調査 
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 ５）世帯主の現住地と別居子の現住地 

・別居子の現住地が世帯主と同じ建物・敷地内の割合では、九州・沖縄ブロックは

全国で最も低い５．７％である。 

・世帯主と同じ区市町村内にいる割合では 27.9%と全国で６番目に多い。 

・世帯主と同じ都道府県の他の区市町村にいる割合では 26.0%と７番目に多い。 

・他の都道府県にいる割合は 39.6%と４番目に多い。 

 
出典：「2011 年社会保障･人口問題基礎調査 第 7 回人口移動調査 （国立社会保障･人口問題研究所）」  
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６）終活 

 

・多死時代と多くのマスコミなどで語られ，『終活』という言葉も一般化している

現代において，『死』をタブー視してきた日本人の死生観も変化しており，葬儀

や埋葬・供養の在り方も大きな変化の時を迎えています。 

・日本消費者協会の調査によると，自分自身の望ましい葬儀の形の質問に対して，

64.1%の人が従来よりも費用をかけない身内や友人などだけの『家族葬』を希望

していると答えています。従来の葬儀の形ではなく，個々が自らのエンディング

に対して高い関心を示し，葬儀や埋葬，供養のあり方も個人の好みや希望が大き

く反映されるようになってきております。 

・一方，葬儀・埋葬などのエンディング産業も今後大きな変化が予想されています。

自宅で行う自宅葬から葬儀会館で行う葬儀の形態が一般化になり，全国に葬祭サ

ービスを提供する全事業所は 16,000 ヶ所以上に上り，その数は年々増え続けて

おります。従来のような 100 名以上収容できる式場から，少人数型や，ホテルや

旅館のようなモデルも開発され，参入事業者も，花業界，石材・仏壇業界，ブラ

イダル業界，寺院業界，流通・IT 業界など，様々の業界が葬儀・埋葬サービスに

参入しています。 

   
 

出典：「エンディング産業展 2017 HP」 
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（２）福岡市の現状 

 検討の背景として社会情勢により、今後墓地の承継者不足が問題としてあげられ

る。以下に根拠となる福岡市の人口動態のデータを掲載する。 

１）福岡市の将来人口推計 

・福岡市の人口ピークは，2035 年（平成 47 年）頃で約 160 万人に達する。 

・それ以降は微減と推測されている。 

 
２）福岡市の平均初婚年齢の推移 

＜出典：福岡市人口ビジョン（平成 27 年 10 月）＞ 

・平均初婚年齢は男女ともに上昇傾向で，1990 年（平成 2 年）から 2013 年

（平成 25 年）の間に，男性が 2.5 歳，女性が 3.4 歳上昇している。 

・2013 年（平成 25 年）においては，全国平均と比較すると，男性が 0.2 歳，女

性が 0.5 歳高い状況である。 
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３）承継者が遠方に住んでいる人の推移 

・福岡市立霊園の利用者は 10,414 人（平成 29 年 8 月 31 日現在） 

・利用者には，次に墓所の利用権を承継させる「承継予定者」を指名していただい

ている。 

・承継予定者の住所が利用者と同一である割合は約 57%である一方，利用者と異な

る住所地の承継予定者は約 34%，承継者が未定である割合は約 10%であった。 

 

４）他都市からの転入・転出人口 

・福岡市では平成 20 年度以降毎年，転入者が転出者を上回る転入超過となってい

る。 

 
参考：「福岡市ＨＰ「前住地・転出先別 転入・転出者数」より」 
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５）福岡市の単独世帯の年齢層の推移 

・10 年間の単独世帯の年齢層の推移では 10 代・20 代を除いて増加している。 

・40 代では 1.86 倍に増加し，50 代では 1.29 倍，60 代では 1.90 倍，70 代で

は 1.47 倍となっている。80 代以上では 2.06 倍と一番増加している。 

・福岡市の単身者は全体的に見て増加している。 

・平成３２年には，単独世帯の数が２人以上世帯の数を上回ると推計されている。 

 

 
参考：国勢調査より 

６）婚姻件数の推移 

＜出典：福岡市人口ビジョン（平成 27 年 10 月）＞ 

・福岡市では人口は増加しているのにもかかわらず、婚姻件数は年々減少しており、

未婚者が増加している。 

福岡市の婚姻件数 

 
参考：「厚生労働省「人口動態統計」より」 
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７）外国人の人口推移 

＜出典：福岡市人口ビジョン（平成 27 年 10 月）＞ 

・福岡市に住む外国人は，近年毎年 1000 人ペースで増加している。 
 

 
８）生活保護受給者における高齢者の割合 

・福岡市「福岡市の生活保護（統計集） 平成 28 年度」によれば，65 歳以上の高

齢者の割合は年々増加している。  
 

生活保護を受給している人員と高齢者の推移 

 
出典： 「福岡市福岡市の生活保護（統計集） 平成 28 年度版」 
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 ９）福岡100 

福岡市は、超高齢社会にあっても「生活の質」を高めるため、すべての団塊の世代が 75 歳

以上となる 2025 年のあるべき姿から逆算し、2016 年 6 月にどのような手を打っていくべ

きかを記した「福岡市保健福祉総合計画」を策定しました。また、来たる超高齢社会に即した

新たな社会システムづくりを考え保険医療分野における新たな戦略として『福岡市健康先都市

戦略』を策定しました。2017 年 3 月に策定し、この戦略に基づき「福岡 100」を 2017

年 7 月 14 日に開始しました。寿命延伸に伴う「人生 100 年時代」の到来を見据え、持続可

能な「健寿社会」を実現することを目的に 2025 年までに 100 のアクションを実施してい

ます。 

やすらかパック事業 

やすらかパック事業とは、市民が支え合いながら、誰もが心身ともに健康で幸

せに生き続けられる社会を実現するための具体的な 100 のアクション「福岡

100」に終活サポート事業としてやすらかパック事業を実践しています。 

やすらかパックとは… 

・福岡市内に居住する６５歳以上９０歳未満の方で生前の契約により，死後事務（直葬，納骨，

死亡後の家財処分，役所の手続き等）を行う事業です。 

・福岡市社会福祉協議会と死亡事務の委任契約を結び，毎月 3000 円～5000 円の利用料を

支払うことで，保健の仕組みを利用し，福岡市社会福祉協議会が委託した業者が死後事務を

実施します。 

・対象者 

次のすべてに該当する方を対象としています。 

○福岡市内に居住する 65 歳以上 90 歳未満の方 

○明確な契約能力を有する方 

○生活保護を受給していない方 

○保険会社の申込要件に該当する方（5 年以内に癌を罹患していない、要介護 2 以下等） 

○死亡時に、金品や貴重品を受け取る人（相続人）を指定できる方 

※指定できない時は、遺言書の作成が必要です 

○死後事務を行うことができる親族がいないこと 

○「声の訪問」等の見守りサービスを利用できる方 

※申し込みできる方であっても、保険審査等によってご利用できない場合があります。 

 
出典：「社会福祉法人福岡市社会福祉協議会」ＨＰより  

「声の訪問」 

ひとり暮らしの高齢者で定期的に安否の確認を行う必要がある人に、電話により毎日１回安否の確認を行い、いろいろな相談

に応じます。対象者：市内に居住する福岡市の介護保険被保険者（福岡市に介護保険料を納めている人）で，65 歳以上のひ

とり暮らしの人またはこれに準ずる人。なお、対象者のうち，介護保険料段階１から３の方で現に電話（回線・電話機）を保

有していない人には，貸与します。 
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（３）墓地の事例 

 １）他都市の霊園事例 

慰霊碑型(大規模) 

 

・多くの都市で導入されている形態。施設ごとに様々なデザインをもつ。多くの施

設で合葬室の他に納骨室を有し，合葬室に納骨する前に一定期間保管する機能を

備えているものが多い。 

・比較的広い敷地に，大きな施設を建設するケースが多いが，これに比例して収蔵

数も多くすることができる。 

 

霊園・施設名 使用料 
（円/体） 

収蔵可能数 
（体） 

建設費 
（千円） 

備考 

さいたま市思い出の里

霊園合葬式墓地 
140,000 1,200 ― 有期納骨 1,200 体分， 

20 年後合葬 
千葉市桜木霊園 
合葬式墓地 

70,000 24,000 228,674 有期納骨 12,000 体， 
30 年後合葬 

東京都小平霊園 
合葬式埋蔵施設 1 号基 

93,000 12,000 150,000 有期納骨 3,000 体， 
直接合葬可能 

東京都小平霊園 
合葬式埋蔵施設 2 号基 

60,000 
～93,000 

64,000 270,000 有期納骨 7,000 体， 
直接合葬可能 

横浜市ﾒﾓﾘｱﾙｸﾞﾘｰﾝ 
慰霊碑型納骨施設 

90,000 12,000 ― 30 年後合葬 

相模原市峰山霊園 
合葬墓 

90,000 5,000 ― 有期納骨 2,500 体， 
20 年後合葬 

大阪市瓜破
うりわり

霊園合葬墓 50,000 
～150,000 

24,200 311,916 有期納骨 4,000 体， 
直接合葬又は 10 年，15
年を選択可。 
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慰霊碑型(小規模) 

 

・前出した「慰霊碑型(大規模)」に挙げた合葬墓よりも小規模で敷地面積，建築面積

とも小さいものが多い。その分建設費も安く，使用料も安価になっている。施設

が小規模のため，納骨室はなく，直接合葬のみ対応している。 

・敷地面積が小さいため，普通墓の区画数区画分の空き区画を利用して設置するこ

とも可能。反面，一度に大人数の墓参などがある場合はスペースが足りなくなる

と思われる。 

・岡山，広島とも１申込みで何体でも申し込みができ，岡山市は随時受付を行うな

ど，「墓じまい」ニーズへの対応が多いと思われる。 

・広島市の高天原墓園では，生前申し込みを受け付けていない代わりに親族以外か

らの申込みができる運用となっている。 

 

霊園・施設名 使用料 
（円/体） 

収蔵可能数 
（体） 

建設費 
（千円） 

備考 

岡山市上 道
じょうとう

霊園合葬墓 10,000 
～15,000 

― 6,752 募集は随時受付 

広島市 
高天原墓園市民合葬墓 

50,000 10,000 15,000 直接合葬のみ， 
生前申込不可 
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自然葬墓地 
 

・石材などを用いた墓碑の代わりに樹木をシンボルとした合葬墓。共同のカロート

の底面が土に接しており，納骨袋に入れた焼骨は時間とともに土に還る仕組み。

自然葬を志向する人々に人気が高い。納骨室は有さないため，直接合葬のみとな

る。 

・大規模な慰霊碑型合葬墓同様，比較的広い敷地が必要で，その敷地内はセキュリ

ティ上，閉園時間は施錠されているため，時間外の墓参は不可能である。 

・芝生や樹木の管理のため，維持管理コストが高く，使用料も高額になりがちであ

る。 

 

霊園・施設名 使用料 
（円/体） 

収蔵可能数 
（体） 

建設費 
（千円） 

備考 

横浜市ﾒﾓﾘｱﾙｸﾞﾘｰﾝ 
樹木型納骨施設 

200,000 3,000 ― 政令市初の樹木葬 

東京都小平霊園 
樹林型合葬埋蔵施設 

43,000／ 
131,000 

10,700 ― 焼骨を粉状にすると使用

料が 1/3 に減額される 
新潟市太夫浜墓園 
樹木葬墓地 

106,800 2,300 95,000 合葬のほか，個別埋蔵区

画も備える 
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永年納骨堂 

 

・納骨堂形式で，合葬用のカロートを備えているもの。元々の施設を改修して活用

している札幌市の例を除くと，収蔵数の割に建設費がかかるので，使用料が高く

なりがち。 

・静岡市の愛宕霊堂は建物２階部分に納骨室と合葬用カロートを備えているため，

将来建物を解体する際の処理が難しいと思われる。 

 

霊園・施設名 使用料 
（円/体） 

収蔵可能数 
（体） 

建設費 
（千円） 

備考 

札幌市平岸霊園 
合同納骨塚 

9,100 12,000 30,844 もともと無縁納骨堂だった

が H26 年に改修し，有縁納

骨も受入可能とした。 
静岡市愛宕霊園 
愛宕霊堂 

101,940 3,000 206,670  

浜松市納骨堂 
（三方原墓園内） 

121,370 2,000 140,472  
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個別集合墓 
 

・仙台市いずみ墓園の個別集合墓は，古墳を模したドーム型の巨大な墳墓に個人専

用の個別カロートを有する集合墓。 

・個別カロートは 30 ㎝四方で，他人と合葬されることがなく，１体分のみ収蔵可

能。埋蔵場所が分かれており，樹木葬のように土に還ることもないため，墓所の

改葬，返還も可能。 

・使用料は１体あたり 210,000 円で，別に一括前納する永代管理料 88,800 円が

必要。埋蔵可能数は 880 体分 

・墓所内への立入はできず，指定の献花台・焼香台で参拝する。 

 

 

 
（写真：仙台市ウェブサイトより） 
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区画型合葬墓 

 

・神戸市西神墓園にパイロット的に整備された合葬墓。 

・ひとつの墓域に区画を分けて地下のカロートを設置し、各カロートに１体ずつ遺

骨を埋蔵し、使用許可日から 30 年間経過後に合葬用カロートに合葬するもの。 

・納骨は利用者が行うが，納骨以降は敷地内立入禁止で焼香，献花等は指定の場所

から行う。 

墓石・銘盤は無く，墓誌は共通のもの。 

・使用料は 1 体あたり 300,000 円。収蔵数は 300 体程度で建設費は 14,290 千

円。 

 

 
（イラストは神戸市ウェブサイトより） 
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立体式墓地 
 

・東京都立青山霊園と谷中霊園に整備された新たな形態の墓所。普通墓・納骨堂の

対面墓参の利点と合葬墓等の管理不要の利点を併せ持つ。一区画に 3 体まで焼骨

を埋蔵可能。20 年間は地上にあるカロートに骨壷の状態で収蔵し，その後遺骨

を骨壷から出して，施設内にある地下カロートに共同埋葬（合葬）する。個別埋

葬の期間中は改葬も可能。 

・地上式カロートへの納骨は職員が行う。地上式カロートに対応する位置に，名板

を設置することが可能で，これにより対面参拝が可能となっている。共同埋蔵後

は霊園側で名板と骨壺を処分。 

・１基あたりの区画数は約 200 区画（600 体）と慰霊碑型より小さいが，複数基

を増設すれば，収蔵可能数を増やすことも可能。また，小規模な施設のため，増

設が容易。 

・使用料は 542,000 円/区画(3 体)で管理料は不要。 

※ 地上式カロートを有する「立体式墓地」はさいたま市など他都市にもあるが，

これらは単に省スペースを目的とした墓所であり，承継を前提としない墓所で

あるのは東京都のみ。 
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自動搬送式墓地 
 

近年，都市部で墓にあまり費用を掛けることが出来ないニーズから自動搬送式墓地

が多く整備されている。車での移動が出来ない方でも駅近くのビル内に多くが存在

するため，歩いて行けるというメリットは高く，整備が進んでいる。 

 

【メリット】 

・都市部の駅から歩ける場所が多い。 

・都市部でも比較的安価(約 100 万円前後)から購入することが可能。 

・お墓を継ぐ人がいなくなっても追加費用はない。 

・天候に関係なくお参りすることが出来る。 

・室内なのでお墓の手入れがほとんど必要ない。 

・セキュリティが高くカードキーによる入館制限ができる。 

 

【デメリット】 

・建物自体には耐久年数あるため将来的に不安。 

・お盆やお彼岸などお参り時期に混雑しやすい。 

・遺骨が多くなると一部を合祀して小さい骨壷に移す必要がある。 

・継ぐ方いなくなった場合は「寺院の宗旨・宗派で永代供養」される。 

・墓石の種類やデザインは選べない場合が多い。 

・彫刻は限られたスペースにしか入れられない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

       各参拝スペース             ⾻壺詳細 
 

 

 

 

 

 

 

     ⾻壺認証カードタッチパネル        全体参拝スペース 
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他都市における合葬墓等の導入状況 
政令指定都市と東京都の 21 大都市のうち，承継を必要としない形態の墓地を有しているのは，1５都市 2４施設である。（H29.10 月時点） 
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都市名 霊園・施設名 承継を前提とする・
しない

施設内での墓参
⼀定期間後の

合葬
永代使⽤料
（円/体）

管理料の
要・不要

有期納⾻
スペース

埋蔵可能数
（合祀）

備考

札幌市 平岸霊園合同納⾻塚  前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥9,100 不要 ― 12,000
随時受け⼊れ(市⺠のみ，⽣前受付不可）

仙台市 いずみ墓園個別集合墓  前提としない  墓参できない ¥298,000 不要※ ― 880
※個別カロートを有する集合墓。
※⼀括前納する永代管理料88,000円を含む⾦額。

さいたま市 思い出の⾥霊園合葬式墓地  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥140,000 不要 1,200 1,200

千葉市 桜⽊霊園合葬式墓地  前提としない  墓参できない 30年後合葬 ¥70,000 不要 12,000 24,000 30年間は改葬可能。

⼩平霊園合葬埋蔵施設1号基  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥93,000 不要 3,000 12,000
 前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥93,000 不要
 前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥60,000 不要

多磨霊園合葬埋蔵施設  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥83,000 不要 3,000 37,000
 前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥129,000 不要
 前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥52,000 不要
 前提としない  墓参できない 直接合葬(遺⾻) ¥131,000 不要
 前提としない  墓参できない 直接合葬(粉⾻) ¥43,000 不要

⻘⼭霊園⽴体式埋蔵施設  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥542,000 不要 576 576
⾕中霊園⽴体式埋蔵施設  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥542,000 不要 576 576
⽇野公園墓地合葬式墓地  前提としない  墓参できない ¥65,000 不要 6,000
ﾒﾓﾘｱﾙｸﾞﾘｰﾝ慰霊碑型納⾻施設  前提としない  墓参できない 30年後合葬※ ¥90,000 不要 12,000 12,000
ﾒﾓﾘｱﾙｸﾞﾘｰﾝ樹⽊型納⾻施設  前提としない  墓参できない 直接埋蔵 ¥200,000 不要 ― 3,000

相模原市 峰⼭霊園合葬式墓所  前提としない  墓参できない 20年後合葬 ¥90,000 不要 2,500 5,000 20年後に合葬
太夫浜霊苑樹⽊葬墓地（合同）  前提としない  墓参できない 合葬墓 ¥106,800 不要 ― 800
太夫浜霊苑樹⽊葬墓地（個別）  前提としない  墓参できない 個別埋蔵 ¥310,400 不要 ― 1,500

静岡市 愛宕霊堂  前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥101,940 不要 3,160 3,000 ※⼀時(30年まで)預かりも可。承継が必要

浜松市 浜松市納⾻堂（三⽅原墓園内）  前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥121,370 不要 3,000 2,000 ※⼀時(30年まで)預かりも可。承継が必要

京都市 深草墓園  前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥6,000 不要 ― 30,000 ※短期納⾻(3年以内，⾻壺預かり，更新可)3,000円あり。

 前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥50,000 不要
 前提としない  墓参できない 10年後合葬 ¥100,000 不要
 前提としない  墓参できない 15年後合葬 ¥150,000 不要

神⼾市 ⻄神墓園区画型合葬式墳墓  前提としない  墓参できない 30年後合葬 ¥300,000 不要 132   H23，パイロット的に試⾏整備。
岡⼭市 上道霊園合葬墓  前提としない  墓参できない ¥10,000 不要
広島市 ⾼天原墓園市⺠合葬墓  前提としない  墓参できない 直接合葬 ¥50,000 不要 ― 10,000 H28.4⽉供⽤開始。公募プロポーザル⽅式

平均額 ¥139,000

⼋柱霊園合葬埋蔵施設

⼩平霊園合葬埋蔵施設2号基 7,000 64,000

新潟市
H27.10⽉供⽤開始の樹⽊葬。個別は約48万円で2体利⽤可
能。

100,000

⼩平霊園樹林型合葬埋蔵施設 ― 10,700

東京都

⼀定期間経過後合祀か直接合祀。
直接の場合は使⽤料減額。
都⽴霊園普通墓からの改葬に対する優遇制度あり。

H24開設当時，⼤きな話題を集めた樹⽊葬。

狭い敷地に墓地を集約するのに適している。1区画に3体まで
収蔵でき，対⾯参拝可能。（使⽤料は3体分）

横浜市
永代使⽤料には管理料含む。
※30年後に更新も可能

合葬する時期によって使⽤料が変動。
申し込みは随時受付。

⼤阪市 ⽠破霊園内合葬式墓地 4,000 24,200
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 ２）民間(福岡市)の霊園事例 
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 ３）海外の霊園事例 

 

スウェーデン ストックホルム 森の墓地（スコーグスシュルコゴーデン） 

  
1914 年から 1915 年にかけて行われた新しい墓地の国際コンペでエーリッ

ク・グンナール・アスプルンド(1885-1940)とシーグルド・レヴェレンツ

(1885-1975)が選ばれ，共同設計された墓地である。1994 年に世界遺産に登

録された。約 102ha の広大な墓地には美しい曲線を描いた丘や十字架を映した

池や美しい森がある。「死者は森へ帰る」という北欧の死生観を体感することが

できる美しい墓地となっている。 

 

ドイツ ミュンヘン 北墓地 

  
ミュンヘン市街地の北にある広い墓地で，面積は 32.3ｈａである。1884 年に

開設。エントランスから墓域に入ると，礼拝堂の前の空間は明確な軸線を中心と

して左右対称に構成されたフランス整形式庭園のようになっている。軸線は墓域

の協会まで延び，アイストップにはキリストの磔刑像が置かれている。この墓園

の最大の特徴は，軸線上に展開する精緻に刈り込まれた生垣の墓所である。 
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スイス チューリッヒ ジールフェルト墓地 

 
 

  
 ジールフェルト墓地の面積は 28.8ha で 26.4ha の青山霊園より少し大きい。チ

ューリッヒ市街地で最大の緑地である。緑の管理密度が高く，墓地全体が美しい

環境が保たれている。 

オランダ アムステルダム 新東墓地 

  
  新東墓地はアムステルダムの中心部から南東へ４ｋｍほどのところにある。墓

地全体は南北を軸に性格に 45 度傾いた長方形をしており，長辺 710m，短辺

520m で 36.9ha の広大な面積を有している。園内の墓碑のデザインはバラエテ

ィに富んでいる。 
＜出典：「世界の庭園墓地」著・写真 菅野博貢＞ 
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（４）福岡市立霊園の現状 

１）公共交通アクセス 

・平尾霊園が都心の住宅街にあるため，公共交通機関を使って移動しやすい 

 

 平尾霊園 三日月山霊園 西部霊園 

 経路① 経路① 経路① 

公

共

交

通

機

関 

電車：天神（西鉄福岡） 

⇒西鉄平尾 

３分 

 

電車：天神⇒西鉄香椎 

 

24 分 

 

電車：天神⇒姪浜 13 分 

 

バス：西鉄平尾駅 

⇒平和三丁目 

15 分 バス：西鉄香椎駅前 

  ⇒オークタウン入口 

５分 

 

バス：姪浜駅南口 

   ⇒壱岐丘中学校 

23 分 

徒歩：平和三丁目 

⇒平尾霊園 

５分 徒歩：オークタウン入口⇒

三日月山霊園 

27 分 

 

徒歩：壱岐丘中学校 

   ⇒西部霊園 

29 分 

合計 23 分 合計 56 分 合計 65 分 

経路② 経路② 経路② 

電車：天神（西鉄福岡） 

⇒西鉄平尾 

３分 電車：天神⇒西鉄香椎 24 分 電車：天神⇒姪浜 13 分 

徒歩：西鉄平尾駅 

⇒平尾霊園 

2１分 ﾀｸｼｰ：西鉄香椎 

   ⇒三日月山霊園 

9 分 ﾀｸｼｰ：姪浜⇒西部霊園 21 分 

合計 24 分 合計 33 分 合計 34 分 

経路③ 経路③ 経路③ 

バス：天神コア前 

⇒平和三丁目 

21 分 電車：天神⇒西鉄香椎 24 分 電車：天神南⇒橋本 24 分 

徒歩：平和三丁目 

⇒平尾霊園 

５分 バス：西鉄香椎駅前 

  ⇒オークタウン入口 

５分 ﾀｸｼｰ：橋本⇒西部霊園 10 分 

  ﾀｸｼｰ：オークタウン入口 

   ⇒三日月山霊園 

5 分   

 合計 26 分 合計 34 分 合計 34 分 

備

考 

天神，博多駅，平尾駅から直通バス

あり，天神から５４，５４－１，５

９系統，博多駅から６９，６９－１

系統 

最寄バス停から約２km。 最寄バス停から約２km。 

 

２）市立霊園申込者の住所分布 

・平尾霊園申込者の居住地は福岡市全体に広く分布している。 
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３）周辺環境及び園内施設 

平尾霊園 

周辺環境） 

・都心から近い住宅地内に立地 

・周囲を住宅地に囲まれ，南部は鴻巣山緑地につながる。 

・西側に平尾中学校，小笹小学校，福岡県警察学校が隣接する。 

・北側の幹線道路沿いに店舗なども多く立地している。 

園内施設） 

管理事務所、トイレ（2 箇所）、広場（霊園入口東側）、池 
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三日月山霊園 

周辺環境） 

・周囲を樹林地に囲まれ，南側には長谷ダムが隣接する。 

・樹林地を挟み，西側に住宅街が広がる 

園内施設） 

管理事務所、トイレ（４箇所 ）、広場（敷地南側） 

駐車場：管理事務所前に９３台と墓地西側に７台駐車可能。（長谷ダム記念広場駐車場 28 台） 
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西部霊園 

周辺環境） 

・樹林地に囲まれた環境である。 

・霊園に公園が隣接している。 

園内施設） 

管理事務所、トイレ（3 箇所）、休憩所、霊園球場、池 

駐車場：芝生墓所の前と公園部 

 

 
 

西部霊園公園部 
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